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大都市郊外の高齢化に対応した  

介護環境の構築  

「新しい住まい」の可能性－  

080917 明治大学 園田眞理子   



ZI世紀前半勝夫＃市で激烈な高一削ヒが進行中   

喫緊の護摩：大都市郊外部での介誰環境の構築  
＜高齢化率（％）の変化 2000年→2010年＞  
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（参考）ZO鵬年見直し前の介誰保険制月  

実績値  介護保険の総費用  6・8  
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事介鵡祀走者の割合（65■以上人口比18．9％）   
当初予想を上回る認定数→財政圧迫→対象見直しへ  

＜都市郊外部＞  

「介護」の前に   

「見守り」と   

「家事」の  
＿－ ■＿■＿ ■■■l■■±サー ■ ■■∴＋ ▲   

第3の住まいへ  



Z015年の高齢者介護  

高齢者匂尊厳を貰えるケアの確立に向什て  

高齢者の尊厳を支えるケアの確立  
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サービスの質の確保と向上  その実現に向けて   

介護予防・リハビリテーションの充実  
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高齢者の弓イワサイクルの再吟唖  
●引退期 ●老後期 ＋等介誰  

子育て後膳、30年ある  

蟹の30年捗、3つの期間に分割でまる   
成熟期 約TO年間‥男性55～ふぅ歳程唐   

引退期 約IO年間：男性ふ5～T5歳程厚   

着後期 約IO年間：女性乃～85歳程度→小さな老後  

大きな老後  

＋ 苧介護 者絶期に含手れるご＜僅か（Z年程度）の期間  

老後 世帯形成  
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世帯成長  

人生捗3拍子から5拍子へ  



一 血 
項市高齢者の宅傾向「鯛配  

見守Ⅷ軋窮・家事困窮・介詐朗  

曇性TO歳以上（専の虚弱化：家事園窮、夫の介護：介護周窮）  

龍一5歳以上（単身化‥見守り囲窮、孤立園窮、経済国窮虚弱化：家事園窮・介護困窮）  

大きな「老後期」（約20年間）  
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成熟期（約10年間）  

引退期（約10年間） 小さな「老後  
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成熟期  

要介護期  

老後期   引退期  
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定年後の期間（17．7年）  、1寡森遡間（むチ覇  
「■＝ごr   





’1   



近世  多産多死‥親族福祉（姻戚）  

近代  多産少死：親族福祉（直系）   



一 寸帆 
喫腎の腺岳由廟衰覿   

引退期後半：れサワル（宅々介簾）→シニア・Jlイlγ   

老後湖  ：シングル（主にせ性）→シ＝ア・りビング  

亭介諦：コミュニケーション困難、自己決定国雄→シ＝ア・ホーム  

（仮称）シニア・八イtγ  

引退期  老後期  （要介護）  

爵者の若様  

居住の連続性の保障  （仮称）シニア・りビング   

2種類＋Iの「高齢者住宅」が必零  10  

きミ 」  



＿血  
喫腎の課題：居住の連続性の保障とビジネスモ宇ルの構裏  

民間・共益ビジネスモ剰L   共益・医療、福祉法人ビジネスモ予ル  

共益型ビジネスの構築の必零性  
理由：  

・高齢者住宅の建設を担う主体の創造（都市市民の主体性の確立）  
．令書蕃臨幸碧Gl捷草加歯肋仝の蓋症Ill  
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＿ 加 
高齢者福祉の三原則  

自分で決助ること   

邑律性の最大限の尊重   

高齢者捗「大人」  

持てる力を最大限引重出すこと   

女性：家事九 コミュ＝テイカ   

男性：誇り、社会貢献  

居住を不通備にしないこと   

「箱」lさかえても「環境」lさかえない   

「以前の居住」と「今の居住」に重な   

廿があること  

高齢者住宅とは  

高齢者が自ら居住の場を汐  

定し、自らの持てる力を最プ  
限生かして生活する場。  
そして、それは以前の生活  
居住に繋がっていること。  
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善過ぎたこと   

介護の社会化⇒需苧の掘起し ⇒過剰需等 ⇒総量規制   

民活・市場化⇒事業意欲の喚起⇒過剰供給 ⇒てローγウ化  
（日常生活圏域）  

根本倒に間違えていたこと   

市場化と惇「民営化」⇒市場化と捗「選択の自由」を保障すること   

モ章仙瑚   

圭重   

介護中心⇒予防重視に⇒「予防」と「介護」lさ正反対のミッション  

テクニ椚ル啓開違い   

ケアマネージャーの独立性 ⇒衛修正   

全国一律料金 ⇒未着手   

個人単位の保険と、建物単位の施設の組計合わせ ⇒樗雑、混乱  
（特に、特定施設入居者介護について   



喫緊の課層：空間の冥にあわせた介護体制の構築  ＝ツトケアとは  

house＆ tife care  「生活の冥」の保障  
間と生活が  

も   ●■  る環境を保障する  

たか  

介護体制が病院モ到LのT‥3（常軌換算）のママ   

⇒労働が過重に⇒高離職  

介護体制を住居モ苓ルのI：Z以下に  
住居モ予ル   に⇒低音金一   




